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　　　　　　　　「広島県ユニセフ協会」設立２０周年を迎えて

　　　　　　　　　　　　　　 広島県ユニセフ協会専務理事　岡村信秀
                             （広島県生活協同組合連合会　会長理事）

　早いもので、（財）日本ユニセフ協会広島県支部（現広島県ユニセフ協会）が設立されて２０年が経過します。当時
私は設立の準備段階から関わりましたが、その際多くの方々にご支援とご協力をいただいたことに改めて感謝申し
上げます。

　そもそも広島県ユニセフ協会の設立のきっかけは、開発途上国の５歳未満の子どもたちが栄養失調などに
より数秒に一人が死亡するという現実に触れたことです。二つ目は、これまでの募金活動中心に加え、世界各地で
起こっている紛争や貧困の犠牲となっている子どもたちの実態を多くの方々に知っていただきたいと願ったこと
でした。

　設立に当たっては初めから難航しました。日本ユニセフ協会本部（東京）との協議の中で、設立要件として
「協会」から提案されたのは、会員２００名、専用事務所の設置、事務局専従者（事務局長）、支部の代表である会長
にはできれば広島大学の学長。さらには理事・評議員は広島を代表する企業・団体・著名人から、顧問には広島県
知事と広島市長、その他ボランティアの確保などでした。

　故冨田巖広島県生活協同組合連合会会長（当時）、そして人生の師と尊敬する山本一隆中国新聞社副社長
（当時）、山本真左美さん（後述）と私の４人で知恵を出し合い計画を練りました。最初は広島大学の牟田泰三学長
（当時）を訪問しました。牟田さんは「ユニセフは良く知っている。父が亡くなった時、財産の多くを遺言によりユニセ
フへ寄付した。」と話されました。続けて牟田さんが日本初のノーベル賞受賞者・湯川秀樹博士の門下生（京都大学）
だったころの研究や平和についてのエピソードを聞き、深い感銘を受けました。そしてその場で「会長」の内諾をいた
だきました。その後は、山本一隆さん（現在広島県ユニセフ協会副会長であり、中国新聞社会事業団理事長、
広島県社会福祉協議会会長）の力強い支援もあり経済界や医師会などへの説得は比較的スムーズに運びました。

　事務局長については、実に幸運だったのが、日本ユニセフ協会岡山県支部（当時）の事務局を経験した山本
真左美さん（前述、初代事務局長）の存在でした。設立までの準備やその後の実務については山本さんに
おんぶにだっこでした。それ以降も２代目高田和美さん（現在ボランティアスタッフ）に頼り、現在は３代目の
福島守さんに頑張っていただいています。

　大変だったのは専用事務所の設置でした。財政問題もあり最終的には広島県生活協同組合連合会の事務所内に
設置し、作業スペース、会議室、事務用品等はすべて共有しました。会員は２００６年３月末までに３００人を目標に、
ボランティアスタッフは「ユニセフ活動に関心があり他人に優しい方ならどなたでも」でスタート。

　一方ユニセフ活動を県民の多くの方々に知っていただくため、２００５年１０月に開催した第３４回広島県生協大会
に、東郷良尚日本ユニセフ協会専務理事（当時）を招聘し、ユニセフ活動の現状と意義について熱く語って
いただきました。このように幾多の困難を乗り越え、２００６年３月６日に「設立大会」を開催し、ユニセフ活動の
さらなる発展を誓い合いました。

　最後に私は学校給食の“脱脂粉乳”で育った世代の一人です。味についての評価は分かれますが、私は給食の時
間と脱脂粉乳が大好きでした。その脱脂粉乳がユニセフからの支援だったと知ったのは大人になってからです。
感謝。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～広島県ユニセフ協会は今年20周年を迎えました～



　
チャリティウォーク「被爆樹木巡り」

国際フェスタ２０２５（広島）

第４７回ハンド・イン・ハンド募金活動（広島・福山）

YMCA保育園出前授業　手洗いダンス

三原市 子どもの権利 理解促進イベント

福山平成大学出前講座　ワークショップ「難民～逃げる！」

　10月18日（土）「ユニセフ チャリティウォーク〜被爆樹木巡り」を開催しました。雨の予報が
外れ、晴天の暑い中、10代から80代の参加者30名が平和公園の被爆アオギリ前に集合、そこから
基町〜広島城のゴールまで8本の被爆樹木についての説明をガイドさんから聞きながら約5キロ、
1万歩以上を歩きました。広島市登録被爆樹木は現在159本あり、爆心地から約2キロ以内で被爆
しながらも生き延び、戦後80年間広島の街や私たちの暮らしを見守ってくれました。
　日頃は何気なく通り過ぎている樹木が被爆樹木だと知り驚くこともありました。被爆の実態を
どのように継承していくかが問われている今、被爆樹木のことも広く知っていただきたいと思い
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　11月16日（日）広島国際会議場で開催された「国際フェスタ」に出展し、広島市立美鈴が丘
高校、安田女子大学、広島修道大学、近畿大学、立命館大学からボランティア参加がありました。
例年通り「ユニセフすごろく」や「釣りゲーム」は子どもたちに大人気で、生徒・学生ボラン
ティアさんたちは子どもたちと遊びながらユニセフ活動や支援物資の説明などに大活躍でした。
「世界のコインプロジェクト」にもたくさんの募金が集まりました。ご協力いただいた皆さま、
ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　11月27日（水）福山平成大学「国際社会福祉特講」の授業に伺いました。動画「ユニセフと
地球のともだち」を視聴後、世界の厳しい環境で暮らす子どもたちとユニセフ活動について
お話させていただきました。後半はグループに分かれてのワークショップ「難民〜逃げる！」。
穏やかに暮らしていた家族が突然難民になって逃げなければならないという疑似体験に皆さん
真剣に取り組んでおられました。
　支援物資の展示も行い、ユニセフの活動について深く知っていただけたと思います。この
授業により学生の皆さんが世界で起こっていることに関心を持ち、自分たちにできることを
考えるきっかけになっていただけたら嬉しいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　12月16日（火）広島YMCA保育園の年少・年中・年長さんたち約60名を対象にした手洗い
指導に伺いました。正しい手の洗い方を習い、みんなで「手洗いダンス」を楽しく元気よく
踊りました。お家に帰ったら正しい手の洗い方を家族にも教えてあげるそうです。
　また、世界には遠くの川や池まで水くみに行かなければならない子どもたちがたくさんいる
ことも学び、「水がめ運び体験」をしました。水がいっぱい入った水がめを何時間も運ばなけ
ればならない子どもたちのことを忘れず、水を大切にすることを約束してくれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　12月6日（土）広島市の4カ所と、12月14日（日）JR福山駅南口で募金活動を
行いました。当協会ボランティアの他に高校生や大学生、ボランティアさん家族や
福山市人権平和資料館の若者ボランティアさんたちが参加くださり、世界の厳しい
環境で暮らす子どもたちが生きる希望を持って生きていけるように温かいご支援と
ご協力を呼びかけました。
　募金活動のお知らせを見て駆けつけてくださった賛助会員の方々、寒い中
ありがとうございました！　　　　　　　　　　　　　　　　　

　２月７日（土）本郷生涯学習センターにて「三原市 子どもの権利理解促進イベント」が
開催され、子どもの権利を伝えるご当地ヒーロー「メープルカイザー」のヒーローショー、
育児漫画家・イラストレーターの高野優さんの講演会やワークショップが行われました。
　当協会はワークショップを担当し、小学５年生〜中学２年生とその家族、三原市人権
推進課の職員の方々などと、「子どもの権利条約ワークシート」を使いながら、自分が特に
大切にしたい条項を考えたり、身近にある困った場面を想定して、どうしたら子どもの権利
条約が守られるのかなどを話し合いました。また、世界の厳しい環境に暮らす世界の子ども
たちとユニセフ活動についても学んでいただきました。　　　　　　　　　　　　　　　　
　子ども家庭庁の発足により、自治体は「こどもまんなか社会」の実現に向けて動き始めて
います。自治体によってその進み方にかなりの差はありますが、当協会も「子どもの権利条
約」の普及に寄与できればと思っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



広島市立美鈴が丘高等学校　あすなろ会　
部長　中本 汐央里　　副部長  濱本 和奏、中島 結椛

　もっと知りたい　

　　　～　子どもの権利条約

広島県ユニセフ協会主催事業
・10/18　チャリティウォーク 「被爆樹木巡り」

募金・贈呈式
・12/4　　国際フェスタ2025「世界のコインプロジェクト」（11/16開催）募金
　　　　　　贈呈式
・12/6　　ユニセフ　ハンド・イン・ハンド募金（広島市の4か所）
・12/14   ユニセフ　ハンド・イン・ハンド募金（JR福山駅南口）　
・2/10～3/25　カレンダー募金

出前授業・事務所来訪
・11/26　福山平成大学「国際社会福祉特講」
・12/2    広島市立庚午小学校「ミステリーパーソン」
・12/13　高校生平和ゼミナール「ハンド・イン・ハンド募金事前学習」
・12/16  YMCA保育園出前授業「手洗いダンス」による手洗い指導、
　　　　　 水がめ運び体験 
・1/8　   ノートルダム清心中学校出前授業　国際理解学習
・1/28　 生協ひろしま組合員活動推進会議　平和学習出前授業　
            ワークショップ「難民～逃げる！」
・2/7　   三原市人権推進課 子どもの権利理解促進イベントワークショップ
・2/18　  広島市立長束西小学校 出前授業 「ユニセフと世界の子どもたち」
・3/23　 広島市立仁保中学校　ワークショップ「世界がもし100人の村
　　　　　　だったら」

イベント出展
・10/26　東広島国際フェスタ2025
・11/16　国際フェスタ2025（広島市）

その他
・11/10　広島県ユニセフ協会　第30回理事会・評議員会
・2/26,27　ユニセフハウス　協定地域組織事務局長会議
・3/11　  ３．１１東日本大震災を忘れない追悼の集い広島に参加
・3/26　　広島県ユニセフ協会　第31回理事会・評議員会

今後の予定　
・5/3,4,5　 ひろしまフラワーフェスティバルに出展
・5/16,17　福山ばら祭に出展
・6/16～29　広島県ユニセフ協会設立20周年パネル展
・6/20      広島県ユニセフ協会設立20周年記念式典・講演会
・9/12 　　 広島県ユニセフ協会設立20周年記念ユニセフ講座

2025年10月から2026年3月までの

ボランティア活動

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【麻薬・覚せい剤などからの保護】
第３3条　（日本ユニセフ協会による抄訳）
国は、子どもが麻薬や覚せい剤などを売ったり
買ったり、使ったりすることにまきこまれないように
守らなければなりません。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

   麻薬・覚せい剤などの薬物は、身体に摂取されると様々な意識障
害や幻覚、妄想、記憶力の低下など精神と身体の両面に深刻な悪
影響を引き起こすとされています。こうした薬物から子どもを保護するこ
とを国に義務付ける規定が本条です。第24条の「子どもは健康でいら
れ、必要な医療や保健サービスを受ける権利を持っている」を具体化
する方策の一つであるとも言えます。
　SDGs（2015年の国連サミットで採択された2030年までの持続
可能な開発目標）でも17個のゴールの3番目「すべての人に健康と
福祉を」を実現するためのターゲットの一つに「麻薬を含む薬物やアル
コールなどの乱用を防ぎ、治療をすすめる」が掲げられています。しかし
ながら、2023年のデータでは、薬物使用者が世界で3億人を超えると
推定されており、2015年に比べて増加しています（2025年国連薬
物犯罪事務所報告）。
　日本国内でも生涯経験率（1回でも薬物を経験したことがある者の
率）は主要な欧米諸国と比較すると低い水準にあるものの2017年
の調査では約216万人が経験者と推計されており、大きな課題となっ
ています。子どもに対する国の対応としては、学校保健計画の中です
べての中学校、高等学校で薬物乱用防止教室を年1回開催すること、
地域の実情に応じて小学校でも開催に努めることとされています。

第３３条

ユニセフ活動を通しての学び

©日本ユニセフ協会

わ・輪

　美鈴が丘高校あすなろ会は、様々なボランティア活動を行う部活動です。ユニセフは、コロナ禍で活動が制限
された時にも、世界の子どもたちへの支援を唯一行える活動の場でした。今年は、ハンド・イン・ハンド募金、国際
フェスタ、フラワーフェスティバルに参加させていただきました。
  ハンド・イン・ハンドは日本ユニセフ協会主催で毎年行われる募金活動で、世界の子どもたちへの支援に使われ
ます。私たちが行ったボランティアでは、より多くの方に募金に参加してもらえるように呼びかけました。この活動を通し
て、自分から行動することの大切さを感じました。勇気を出して声をかけることで、多くの方が協力してくださり、嬉し
かったです。
　 国際フェスタは、市民と外国人が交流することで、相互理解を深めることを目的とする国際交流イベント
です。多文化共生社会の実現を目指し、各国の音楽発表や、民族衣装や文化体験、国際協力団体の展示、
世界の料理紹介などの企画が行われます。実際に活動してみて、言語や文化の違いを感じましたが、普段の
生活では触れる機会の少ない価値観に出会い、自分の視野が広がったと感じました。また、広島にいながら世界
とのつながりを感じることができ、とても有意義な時間となりました。
　　フラワーフェスティバルでは、ユニセフのブースのボランティアをし、楽しく充実した時間を過ごしました。
子ども向けにユニセフについて学べるすごろくを使い、参加者に世界の現状を分かりやすく伝えました。また、
展示を通じて、世界の子どもたちが直面している課題について説明し、関心を持ってもらうことができました。
多くの方々と直接触れ合い、社会貢献の大切さを感じる貴重な経験となりました。
　　あすなろ会には、大学生になってもユニセフ活動を続けている先輩がいらっしゃり、その取り組みから私たちも多く
の学びを得ています。



＊お問い合わせ・お申し込み先＊

広島県ユニセフ協会
〒730-0802 広島市中区本川町２-６-１１ 第７ウエノヤビル５Ｆ

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：０８２－２３１－８８５５

ＭＡＩＬ：unicef-hiroshima_06@theia.ocn.ne.jp

ホームページ：www.unicef-hiroshima.jp

Facebook：www.facebook.com/hiroshimaunicef/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

広島県ユニセフ協会からの ニュース＆お願い

事務所開所日と時間
開所：月～金　１０時～１６時
＊出前授業、イベント、会議等
で不在にすることがあります。
来所の際は、事前にご連絡い
ただきますようお願いします。　

  …ボランティア短信…

ユニセフは世界の１９０の国と地域で、子どもたちの命や健康を守るために活動する国連
の機関です。広島県ユニセフ協会は、協力協定にもとづき国連のユニセフを支援している
日本ユニセフ協会に協力して、募金活動やユニセフの活動を知らせるための写真展、学習
会などを開いています。世界の子どもたちのために私たちと一緒に活動してみませんか？

　
　　　皆様から寄せられる募金は、日本ユニセフ協会から
　　ユニセフ本部へ届けられ、現地のユニセフ事務所を
　　通じて開発途上国の子どもと女性たちへの支援に
　　使われます。どうぞ募金にご協力ください。　　　　　　　　　 
　　　 緊急・復興支援募金として、ミャンマー地震、ガザ人道
　　危機、ウクライナ、アフリカ栄養危機、人道支援、自然災
　　害も受け付けています。
　　　　　

※日本ユニセフ協会への募金は寄付金控除の対象となります。 
※団体や企業で募金に取り組まれる場合、ユニセフの募金箱
 　をお貸しすることができます。
 ※詳細は広島県ユニセフ協会にお問い合わせください。

簡単に始められる国際協力 ①

～ユニセフ賛助会員募集～

　広島県内の団体賛助会員
　　　　　・～・～・～・
　生活協同組合ひろしま
　広島県生活協同組合連合会
　広島県農業協同組合中央会
　一般社団法人広島県医師会
　広島信用金庫
　株式会社広島銀行
　マツダ株式会社
　中国労働金庫　
　株式会社大野石油店
　ウエノヤビル株式会社
　田中電機工業株式会社
　　　　　　（敬称略　2026年3月末現在）

　
　ユニセフ賛助会員のお申し込み方法は広島県ユニセフ
協会にお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 または下記のQRコード
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 から日本ユニセフ協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のサイトをご覧ください。

簡単に始められる国際協力 ②

～募金協力のお願い～

ユニセフ募金の方法はこちらの
QRコードでお確かめください。

　「まず、大人が幸せでいてください。」　こども支援活動に関わっている方が、こどもから言われたそうです。なぜ、
『子どもの権利条約』が国連で採択されたのか？私たち大人こそ、学び・考え・行動することを求められている、
と思う今日この頃です。(S.K)

　　　◆ユニセフパネル展
　　　　「こどものけんりプロジェクトパネル」　
　　　　「ユニセフ職員が見たガザの子どもたち」　
６月16日(火)から29日(月)まで
合人社ウェンディひと・まちプラザ南棟１Fロビーにて開催します。
同時開催
・ユニセフ支援物資サンプルの展示

　　　◆2026ひろしまフラワーフェスティバル
日程：5月３日(日祝)、4日（月祝)、５日(火祝)
主会場：広島平和記念公園、平和大通り一帯
　　　◆第59回福山ばら祭2026
日程：5月16日(土)、17日(日)
主会場：ばら公園や花園公園など

広島県ユニセフ協会も国際ひろばにポスター、支援物資・資料の
展示やユニセフすごろくなどで出展します。

◆広島県ユニセフ協会設立20周年記念式典・講演会

6月20日(土)、合人社ウェンディひと・まちプラザ （６F）マルチメディアスタジオにおいて、広島県ユニセフ協会設立20周年を
記念して式典と講演会を行います。ユニセフの活動を支えてくださる多数の方々のご参加をお待ちしております。
　　　・　記念式典　13:00～
　　　・　講演会　   14:10～15:20　「地雷村の復興とその道のり～今すぐできるカンボジア支援～」　　
　　　　　　　　　　　　講師：久保田夏菜さん（元RCCアナウンサー、フリーアナウンサー）
講演会はメール、電話および右の二次元コードからもお申込みいただけます。
（締切：6月12日　ただし、定員100名に達し次第締め切りとなります。）

フラワーフェスティバル
ボランティアのお申込みは
こちらからも！
締切：　4月24日（金）


